
教育学演習７・１３

食・農・地域と教育

担当 細金恒男



農業・農村フィールドワークの意義
• 大学の教室で、地域の営みと
教育・学校のかかわりについ
て語ってもリアリティがない

⇓

• ゼミを担当し、ちょうど10年
が経った1998年、教室を出て
農業・農村フィールドへ

• 農家をはじめとする地域の人
びととの交流を続け、今年で
26年目

• コロナ禍で継続が困難になり
かけたが、なんとか乗り越え
てきた。農家のみなさんの寛
容さに加え、ゼミ生たちが経
験を継承してきてくれたおか
げ。

• 人の“縁”に支えられて成り
立ってきたゼミ

5月の安曇野の菜の花畑から北アルプスを望む



農業・農村体験から学
ぶこと

“地域”とは、自然と生命の循環、生業と文化の営みの継承のある場

スピード、ファーストではない働き方・生き方のあるローカルな現場から、“人

間教育”とはなにかを問いつづける

学校的学力だけが価値とみなされてきた“教育”を相対化する機会として



食と農の営み
のもつ価値に
気づくこと

◼食は、農（自然）のめぐみ

◼都市は農山村によって生かされている
• 都市が肥大化したのも、農山村からの食料とエネルギーの
供給あってのこと

• 食料自給率（カロリーベース）100％以上は、北海道・東北の
数県のみ

• 東京都の食料自給率は1％ （電力も東北から）

◼地域の自然・農・文化が子ども・若者の育ちをささえる

◼食と農の教育は、地域と学校を結びつける原動力となる

◼疲弊する地域の現実と向き合いながら、農と自然をまもる

◼東日本大震災と原発災害後の福島での農と地域の復興・
再生の営みに学ぶ



地域と教育の関係をつむぐ

• 「地域づくり」とは、自然・しご
と（生業・産業）・文化と、それ
を紡ぎだす人間の共同性を“意識
的に維持”すること

• 「農（自然）の危機」と「子ども
（教育）の危機」は同根

• そのことを先駆的にとらえ、地域
と学校をつなぐための実践を重ね
てきた農民や教師たちに学ぶ

• 私たちの感性と思想を耕す「場」
は、農山村にある

望月町での田植え



主な年間活動

春学期前半は、さまざまな文献・映像などを通して、食・農・地域の歴史・現実・課題を学ぶ

春の農業体験合宿（5月最終週の金曜から月曜の3泊4日）：
〇安曇野の5軒の農家で果樹・野菜・酪農・田植え（機械植え）等の農作業。

〇佐久市望月で酒米の田植え（手植え）。醸造元の大澤酒造を見学。

〇1日目と2日目の夜は学習会。3日目の夜はBBQ交流会

合宿後、農業・農村体験のフィードバックと文献研究の継続

7月中旬に研究グループをつくる。以後、グループワーク：
＊研究グループからの希望があり、日程等の条件が整い、先方の許諾が得られれば、グループ単位で、夏
期休業期間や秋以降に、フィールドワークを行ってきた（福島、長野、山形など）。

■秋学期： 農業体験合宿（10月中旬の3泊4日）：果樹・野菜等の収穫作業と稲刈り（手刈り、佐久市
望月）。合宿中の1日目と2日目の夜はグループ研究の中間発表。3日目の夜はBBQ交流会

■11月初旬からグループ研究発表（各グループ2回ずつ）

■1月 レポート執筆と推敲作業→ゼミ報告集づくりへ



農作業風景
家族そろって酪農・果樹の「有畜小農複合経営」を維持する甕（もたい）家の牧場とりんご畑での作業



最近４年間
のグループ
研究報告
テーマ

2019年度

• 食品ロスと学校給食、栄養教諭の役割

• 原発災害からの農の復興―福島県南相馬市小高区の事例を中心に

• 原発災害と「ふるさと」―福島県双葉郡浪江町を中心に

• 学力の地域差についての検証―秋田県東成瀬村の事例を参考に

2020年度

• コロナ禍における学校給食の現状と教育的意義

• 和食の意義とその継承―私たちの文化を失わないために

• SPH事業から見る農業高校の現状とその意義

• 学校教育を軸とした地域の存続と自立

2021年度

• 日本における放射線教育の現状と課題―福島県での放射線教育実践に着目して

• コロナ禍の食と教育

• 農業の維持と活性化―若者が農業と食への関心を持つために

• 地方再興を目指して―学校教育と地域の関わり

2022年度（ゼミ報告集作成前の仮題）

• これからの地域と学校の目指すべき連携・協働の方向性

• 食品ロス

• 食農教育実践

• 食肉問題と飢餓、食料の分配ー教育的解決法を見出す

• ふるさと教育



大震災後の被災・避難地で「人間の復興」
「教育の復興」にとりくむ人々に学ぶ

大震災後、細金が特集編集を担
当した月刊雑誌『教育』特集号

• 2011年9月号／震災のなかで、
何を学び、何を変える

• 2012年1月号／震災と教育

• 2012年6月号／原発災害と教
育

• 2013年3月号／あの日からの
「福島」と教育

• 2014年3月号／3・11 3年目
を生きる

• 2016年3月号／原発災害・避
難から5年／地域に生き、地
域をつくる

• 2017年8月号／被災・避難か
ら6年 学校のいま

双葉郡ふるさと創造学サミットで／
大熊町の武内敏英教育長（当時）の
話を伺う（2017年12月）



【左・中央】双葉郡ふるさと創造学サミッ
トを見学＠郡山市ビッグパレットふくしま

2019年12月

【右】福島県喜多方市・小学校農業科の実
践を見学＠喜多方市立慶徳小学校

2015年10月

研究グループ単位でフィールドワークへ



コロナ禍1年目：
活動を制約された2020年度ゼミ

• 2019年までの20年余りの間、すべてが平穏無事というわけではなかった。不可抗力のアクシデント（集団
食中毒、風疹の流行、大型台風の襲来など）のために、合宿の中止、農作業を中断して宿泊所での待機
を余儀なくされたことなどもあったが、なんとか大事には至らず、リカバーできてきた。

• それが2020年度は、新型コロナウィルスの感染拡大によって、大学がゼミ合宿等の「学外実習」を禁止し
たため、春と秋ともに農業体験合宿は中止。グループ研究のためのフィールドワークもできず、ゼミの生
命線の活動を絶たれてしまい、心が折れそうになった。

• 春学期は全面オンライン授業。秋学期に入って少々の対面授業を入れつつ、ZOOM上で安曇野や望月
の農家の方々、福島の親しい方々に講話や懇談をお願いし、ゼミに活力を与えていただいた。安曇野の
農家からは、「いつでも来ればいいさ」と言葉をかけてもらった。

• 10月下旬、条件付きながらゼミ合宿を認めるとの大学の決定があり、急ぎ申請した。教務事務手続きの
著しい遅滞により、期待していた日程からはかなり遅れたが、11月下旬、少人数のグループごと前後4班
に分けて安曇野訪問を実現できた。りんご（ふじ）の収穫最終盤にどうにか間に合った。りんご農家では、
（私たちのために）収穫できる木を残しておいてもらっていた。いちご農家では、冬いちごのはしりをいた
だいた。2週のあいだ、立て続けの4度の訪問を受け入れてくださった農家の方たちには感謝の言葉が見
つからなかった。安曇野の澄んだ空気を吸い、巣ごもり生活のストレスからいっとき解放されたと、感想
に記すゼミ生もいた。



↑三澤農園。三澤英雄さんと農園の看板猫「チョ
コ」 2020/11/28

いちご農家の細萱農園で 2020/11/22→



コロナ禍2年目： 2021年度ゼミ
2年ぶりに農業体験合宿を秋に実施

• 2021年度春学期は教室での対面授業が可能となったが、緊急事態宣言の発出・延長・再延長に
よって、春学期中のゼミ合宿は、（前後3回にわたって計画・中止・延長をくり返したのち）、結局実施
できないまま春学期を終えた。

• 緊急事態宣言は9月末にようやく解除され、それにともなって学部教務から「学外実習」の実施許可
を得たので、ようやく秋合宿の実施にこぎつけた。ただし2020年度同様、一人一室泊のルールに従
い、10 月 24 日～ 28 日にかけて、22名のゼミを、前後２グループ、それぞれ2泊3日ずつに分けて
の実施計画だった。さいわい、コロナ禍前まで20年来、大部屋での文字通りの合宿宿泊形式でずっ
とお世話になってきた公共宿泊施設のご厚意により、一般客室を利用しての一人一室泊を格安で
受け入れてもらえた。しかし、客室数の制約から、2グループに分けてに実施であり、コロナ禍前の
秋合宿は佐久市（旧望月町）での稲刈りをはさんで3泊4日だったものを、稲刈りを断念し、2泊3日と
した。

• コロナ禍前の従来の日程よりも約2週間遅い時期だったため、各農家での農作業は定番のものとは
異なるものになった。

• それでも、ゼミ生たちにとっては久しぶりに東京や首都圏の外に出ることで気分をリフレッシュするこ
とができ、また農家の側でも久しぶりに若者たちを迎え入れることで、双方とも、意義ある時間を持
てたと思う。



コロナ禍3年目：
2022年度ゼミ

3年ぶりに農業体
験合宿を春・秋と
もに実施

• 第７波、第８波の狭間で、慎重のうえにも慎重
をを期して、どうにか、辛うじての実施だった。

• 春合宿はコロナ禍前の定番の５月末の日程より
１週間遅く、農家にとって仕事がない時期だっ
たが、作業内容を工夫していただいた。秋合宿
はコロナ前と同時期に実施できた。

• 前年度同様、大学による制約（一人一室泊）の
ため、春・秋ともに、全員一緒の合宿はできず、
前半と後半の２グループに分かれて行った。

• 2022年度も、望月町での手植え・手刈りの米づ
くり体験を組み込むことはできず、2泊3日の日
程。



今年のゼミは？

←2019年5月の春合宿。参加
者全員、宿舎前で。

• 今年こそはゼミ全員で、春・
秋ともに、田植え・稲刈りを
含んだ、3泊4日、フルバー
ジョンの合宿を実現したい。

• できるかぎり少ない人数の
ゼミであれば、難しい事態
にもなんとか対処できる。



ゼミの受け入れ条件＝26名以内（できれば24名以内）
①まったくのボランタリーな思いで大学生を受け入れていただいてきた農家にとって過重な負担とならないために

• 1998年当時、ゼミの参加者が40人を超えていたこともあって、9軒の受け入れ農家（当時50代）でスタートし、最大
時10軒にお願いした時期もあったが、年月を経るごとに、農家のご家族の高齢化、病気、介護問題、さらには農
業経営環境の悪化など諸事情によって徐々に受け入れが困難になり、2010年度以降、5軒に。

• さまざまなアクシデントを経験し、農家の方々の負担を考慮し、また移動交通手段の制約等もあって、2013年度
からは、ゼミの受け入れ人数を制限してきた。

• 2015年、当初からの受け入れ農家2軒が、それぞれやむをえない事情により辞退され、農業体験合宿の継続は
無理かと思えたが、若手後継者のいる2軒を上記の農家から紹介していただき、以降もなんとか5軒を維持できて
きた。当初からの受け入れ農家3軒も高齢化し、さまざまな事情あり、無理をお願いできる状況ではなくなっている。

②移動・交通手段＋宿泊条件の制約

• 合宿中の農家への送迎は公共宿泊施設のマイクロバスに頼ってきた。安曇野地域内の移動に加え、田植え・稲
刈りを行う佐久市（旧望月町）への往復の送迎も引き受けてもらってきたが、乗車定員が限られている。

• 2021、2022年度は、大学による「学外実習」の許可条件が一人一室泊とされたため、ゼミ生を前後10数名ずつ二
グループに分けて実施した。2022年11月以降、上記制約が解かれたとはいえ、コロナ禍前のような文字通り「合
宿」形式の大部屋泊で今年度の合宿を行うのはリスクが高い。一室二人泊とするのが妥当だと考えているが、宿
泊施設の客室数の制約から、ゼミの全体人数を２６名以内に収める必要がある。

• なお、細金の車も送迎に用いてきたので、ゼミ参加者が２４名を下回れば、４人以内の農家班をつくることができ、
合宿はより運営しやすくなる。また４人以内の研究グループができる可能性もあるので、多人数が乗れるワゴン
車をレンタカー利用しなくて済むなど、夏以降のフィールドワークに、費用面でも出かけやすくなる…。
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